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郡
山
八
幡
神
社
の
拝
殿
‖
大
和
郡
山
市
柳
で

郡
山
八
幡
神
社
は
、
市
内

の
静
か
な
住
宅
地
の
中
に
厳

か
な
雰
囲
気
で
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、

明
る
い
境
内
が
開
け
、
本
殿

と
境
内
社
の
後
方
か
ら
郡
山

城
の
外
堀
土
塁
阯
ま
で
鎮
守

の
森
が
繁
っ
て
い
ま
す
。

神
社
の
起
源
は
、
東
大
寺

の
守
護
神
と
し
て
勧
請
さ

れ
た
宇
佐
八
幡
神
が
、
薬
師

寺
門
前
の
休
ケ
丘
で
１
泊

し
た
際
に

豪
族
・
中
尾
氏
が

｢
柳
八
幡
大
菩
薩
｣
と
し
て

こ
の
地
に
分
祀
し

地
名
を

｢
柳
｣
と
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す

県
内
の
宇
佐
八
幡
系

の
宮
で
は
古
く

大
和
郡
山

の
氏
神
様
で
も
あ
り
ま
す

１
５
８
５（
天
正

）年
、

豊
臣
秀
長
の
郡
山
城
築
城
に

伴
い
、
現
在
の
地
に
移
り
、

武
家
の
信
仰
を
集
め
、
郡
山

城
の
南
方
の
守
護
神
に
な
り

ま
し
た
。
神
社
の
前
の
通
り

は
、
当
初
鎮
座
し
た
柳
の
地

に
ち
な
ん
で
柳
町
通
り
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
神
社
は
、
奈
良

県
が
野
球
グ
ラ
ブ
の
有
数
の

生
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
内
で
も
珍
し
い
「
グ
ラ
ブ

神
社
」
と
し
て
、
野
球
上
達

の
祈
願
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
グ
ラ
ブ
祭
り
」
で
は
、

集
め
ら
れ
た
グ
ラ
ブ
を
洗
浄

し
て
、
野
球
の
盛
ん
な
カ
リ

ブ
海
沿
岸
の
国
々
の
子
供
た

ち
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

元
来
、
武
家
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
郡
山
八
幡
神
社
で

す
が
、
現
代
で
は
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
の
〝
野
球
の
サ

ム
ラ
イ
た
ち
〞
が
技
術
の
向

上
を
願
い
、
参
拝
す
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

島
田
宗
人
）


